
（様式２）

学校園名

１　教育目標

２　基本方針

３　指導目標

評価基準
A:できている B:だいたいできている C:あまりできていない D:できていない Ｅ：わからない

達成状況 自己評価の適切さ（関係者評価） 達成状況

B
幼稚園では、幼児一人一人の家庭環境
が様々ある中でも、必要な習慣を身に着
けさせようと丁寧に関わっている姿が伝
わった。

A

A
身近な自然に触れ生命の尊さが感じられ
る経験は重要だと思うので、今後も続けて
ほしい。

A

B

コロナ禍も2年目となり、地域との行事が
中止や延期になることは想定内なので、
会の持ち方や会が中止となった時に保育
をどう保障していくか職員間で話し合って
ほしい。

B

豊かな体験を通して主体
的に活動する。

・その時期、季節に合った自然と触れ合い、感動体
験を積み重ねているか。
・自分たちでやってみようという意欲や諦めない気持
ちをもって遊びを進めようとしているか。
・自分の思いや考えを伝えられるようになったか。

・園内では味わえない身近な自然に触れ
生命の尊さがより感じられるよう、近隣の
田畑や公園などに出かける機会を取り入
れる。
・あきらめない、最後まで頑張る気持ちは
経験の豊富さと周囲の大人や友達の認
め、本人の自信の積み重ねで育っていく
ことを教師がより意識して保育に努め、保
護者にも伝えていく。

様々な人とかかわる中で
愛情や信頼感、自己肯
定感を育む。

・様々な人と関わる機会を持ち、親しみを感じている
か。
・自分が周りの人に愛されていることを感じている
か。
・周りの人も自分と同じように大切な存在であることに
気づいているか。

・コロナ禍で行事の縮小や中止などでも、
内容の精選や工夫など幼児の経験の補
償について職員間で十分に話し合って
いく。

重点目標 改善の方策

基本的な生活習慣を確
立する。

・規則正しい生活を送るようになっているか。
・人の話を聞く楽しさを感じているか。
・遊びを通して基本的な体の機能を高める。

・体幹の弱い幼児が年々増えてきてい
る。自分の体をコントロールして動かせる
よう, 体幹遊びや運動遊びを年間計画を
立てて意識的に取り入れる。
・話を聞く楽しさや面白さを感じられる伝
え方や雰囲気作りをより工夫する。

令和3年度　学校園評価（関係者評価）シート
加古川市立平岡東幼稚園

自分で考え行動する　心やさしい子の育成

幼稚園の生活の中で自ら心を動かす物事に出会い、遊びに取り入れたり、また友達と一緒に工夫したり考え合ったりしながら遊ぶ楽しさを味わい、主体的でたくましく生き
る力を育む。

　（１）のびのびと活動し、あきらめずにチャレンジする子　　　（２）自分の思いを伝え、素直に表現する子　　　（３）様々な人とふれあい、相手の気持ちを感じる子


